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日曜・祭日は休み

>図書室開設時間

日曜・祭日 :・ 月曜を除く毎日
13だt20時

カット/芳野満彦・宮下啓三

中
掴
科
学
院
作
成

珠
穆
朗
瑶
峰
地
区
．‐
図

こ
の
二
月
の
は
じ
め
■

に
ぁ
る
泳
川
凍
土
研
究
所
の
施
一雅
風
所

長
か
ら
、

「珠
穆
朗
焉
峰
地
区
図
」
が

き
た
．
同
研
究
所
と
中
国
科

送
ら
れ
て

台
帳
研
究
会
で
会
っ
た
の
に
始
ま
る
。

こ
の
会
に
は
、
中
国
か
ら
施
さ
ん
を
代
〓

ｌ
質
問
ヽ
討
論
が

集
申
ｔ
た
。
氷
河
ど
■
の
カ
ラ
ー

・
ス

ラ
イ
ポ
は
な
か
な
か
き
れ

い
・で
あ
っ

私
た
ち
の

「ネ
パ
ー
ル
一
ヒ
マ
ラ
ャ

で

、

た
し
、
ま
た
日
じ
漢
字
民
族
な
の

や
は
り，何
か
と
通
じ
合
う
し
の
が

っ
た
一
以
来
、
文
通
を
続
け
て
い

で
、

「珠
穆
朗
馬
峰
地
区，
図
」
を

送
っ
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

は
じ
め
て
見
る
多
色
刷
の
ヽ
七
マ
ラ

ヤ
の
向
う
側
の
五
万
分
の
二
地
図
な
の

で
、
大
い
に
興
奮
し
、
す
ぐ
に
お
礼
と

と
も
に
、

・
―‥
「
詐
本
一の
氷
河
研
究
者
、
登

山
関
係
者
は
、
こ
の
地
図
に
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
入
手
方
法
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
手
紙
を
書

い
た

ら
、
七
月
に
な
ぅ
て
さ
ら
に
三
部
の
地

図
が
送
ら
れ
て
き
た
。
折
か
ら
、
日
本

山
岳
会
に
同
峰
の
北
側
か
ら
の
登
山
許

可
が
下
り
た
の
で
、
科
学
委
員
会，
の
中

「
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
地
域

の
氷
河
と
気
候
」

―
―
中
国
科
学
院
　
施
雅
風
氏
―

学
院
西
蔵
科
学
考
察
隊
の
編
集
で
、　
一

李，吉
均
さ‥
ん
は
、
自
分
も
著
者
の
一
多

か

九
七
七
年
六
月
の
印
刷
だ
が
、
憫
本
に

人
だ
と
い
っ
て
、
「氷
雪
世
界
』
（中
国

た

の

送
ら
れ
て
き
た
‐の
は
、
こ
れ
が
最
初
で

科
学
院
蘭
州
泳
川
凍
土
砂
漠
研
究
所
氷

あ

る
。

河
研
究
室
・
蘭
州
大
学
地
質
地
理
系
ｏ

施
所
長
と
の
つ
き
合
い
は
、
昨
年
の

共
著
　
科
学
出
版
社
）
に
サ
イ
ン
し
て

九
月
ヽ
ス
イ
ス
で
開
か
れ
た
世
界
氷
河

く
れ
た
。　
一
般
向
き
の
解
説
書
だ
が
、

表
と
し
て
、
同
じ
研
究
所
の
若
手
研
究

た
雪
の
結
晶
の
写
真
が
あ
っ
て
、
な
つ

者
で
あ
る
謝
自
楚
、
蘭
州
大
学
地
質

・

か
し
か
づ
た
。

地
理
学
科
の
李
吉
均
、
蘭
州
外
国
語
大

こ
の
研
究
会
で
は
、
施
さ
ん
が
代
表

学
の
余
然
と
、
合
計
四
名
が
出
席
し
、

し
て
、
一申
国
に
お
け
る
氷
河
の
分
布
、

参
加
国
の
中
で
は
人
数
の
多
い
方
で
あ

特
性
、
変
動
」
な
ど
の
研
究
発
表
を
し

っ
た
。　
一
昨
年
か
ら
国
際
測
地
学
地
球

た
が
、
何
し
ろ
始
め
て
聞
く
チ
ベ
ッ
ト

た

。

よ

う

じ
ら
れ

て

い

一
番
は
じ
め
に

「雪
花
」
の
章
が
あ
り

私
の
恩
師
中
谷
宇
吉
郎
先
生
の
撮
ら
れ

氷
鋼
洋
鰤
潮
査ヽ
ｔ
が
、

‐‐ち
数
う
ぜ
沖
個

側
の
反
対
側
の
仕
事
に
あ―
た

る
た

め

に
、
施
さ
ん
達
は
私
に
親
し
み
を
感
じ

十
月
九
日

（火
）
午
後
六
時
半
か

ら
約

一
時
間
半
、
本
会
集
会
室
で
、

中
国
科
学
院
蘭
州
次
川
凍
土
砂
漠
研

究
所
々
、長

・
施
雅
風
氏
に
よ
り
表
題

の
講
演
が
行
わ
れ

（中
国
語
、
通
訳

は
日
中
文
化
交
流
協
会
の
横
山
氏
）
、

西
界
会
長
お
よ
び
雪
氷
学
会
の
樋‐
饉

教
授
を
は
じ
め
三
十
名
余
り
が
出
席

し
て
、
講
演
後
活
発
に
質
疑
応
答
が

か
わ
さ
れ
た
。
以
下
は
講
演
内
容
の

要
旨
で
あ
る
。

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
と
い
う
名
称
は
一

七
一
四
年
の
中
国
の
地
図
に
記
さ
れ

て
お
り
、
イ
ン
ド
測
量
局
に
よ
る
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
記
載
（
一
八
五
八
年
）

よ
り
は
る
か
に
古
い
。
標
高
は
最
終

的
に
、　
一
九
七
五
年
の
中
国
登
山
隊

に
よ
る
測
量
デ
ー
タ
を
も
加
味

し

て
、
八
八
四
八
・
一
三
メ
ー
ト

ル

（青
島
に
お
け
る
黄
海
水
位
を
基
準
）

と
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
．

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
北
面
の
気
候
は
ひ

と
く
ち
に
い
う
と
乾
い
て
い
て
寒

い
。
登
山
基
地
に
さ
れ
る
ロ
ン
ブ
ク

寺
院

（約
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の

年
間
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五

度
、
年
間
降
雨
量
は
三
三
五
ミ
リ
で

あ
る
（
一
九
五
九
年
）
。
十

一
―
三
月

の
極
寒
・乾
燥
期
と
、六
―
九
月
の
降

雨
を
伴
う
季
節
風
期
を
除
い
た
四
、

五
月
ぉ
ょ
び
十
月
の
み
が
登
山
可
能

(・ 1)

泰山と高歩

ィ
ロ
ギ

罵
Ｅ

事
常
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村
純
二
理
事
を
通
じ
て
、
そ
の
う
ち
の

一
枚
を
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

・

・．地
図
の
精
度
に
つ
い
て
批
評
す
る
の

は
私
の
任
で
は
な
い
が
、
先
日
、
佐
々

・保
雄
先
生
が
こ
ら
れ
た
際
に
こ
の
地
図

を
お
目
に
が
けこ
な
ど
こ
ろ
、
な
か
な
か

の
出
来
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
ｏ
多
年
、

航
空
写
真
測
量
に
た
ず
ざ
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
先
生
の
お
言
葉
だ
か
ら
、
中
国
の

測
量
技
術
は
高
い
と
い
う
べ
・き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
，
こ
ん
な
．く
わ
し
い
地
図
を

公
刊
す
る
中
国
の
態
度
は
１
せ
い
ぜ
い

百
万
分
の
一
の
地
図
し
か
公
表
し
な
い

ソ
連
の
行
き
方
と
対
照
的
で
、
国
土
の

基
本
情
報
に
対
す
る
考
え
方
の
差
が
興

味
深
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

の
結
果
は
樋
日
氏
ら
の
南
壁
で
の
調

査
結
果
と
も

一
致
す
る
。
五
月
に
七

〇
五
〇
メ
‐１
ド
ル
地
点
で
午
後
二
時

の
気
温
マ
イ
ナ
ス
二
四
・
五
度
、
八

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
風
速
二
〇

オ
ー
ト
ル
と
い
う
記
録
が
あ
る
．

中
国
に
お
け
る
登
画
の
歴
史
は
ま

だ
浅
く

一
九
五
六
年
に
始
ま
る
。　
一

九
五
九
年
に
ソ
連
と
の^
混
成
チ
ー
ム

に
よ
る
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
が
計
画

さ
れ
た
が
、
翌
六
〇
年
に
ソ
連
が
引

き
あ
げ
た
の
で
、
．結
局
、
中
国
隊
ど

レ
で
三
名‐が
深‥
夜．登
頂，ど
果
し
た
，

そ
の
ダ
一カ
七
五
年
に
は
女
性
一名

を，含
む
九
名
が
登
頂
し
て
い
る
。

口‐
ン
ブ
ク
寺
院
を
ベ
ー
ス
と
す
る

登
頂
ル
ー
ト
は
、
寺
院
の
裏
手
か
ら

始
ま
っ
て
南
へ
向
か
う
こ
の
地
域
最

大
の
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
と
、
そ
の
上
部

で
左
折
し
東
進
し
て
い
る
東
ロ
ン
ブ

ク
氷
河
に
沿
っ
て
い
る
。
両
氷
河
に

は
三
つ
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

ず
、
氷
河
舌
端
部
が
比
較
的
安
定
し

て
い
る
．
そ
の
二
因
は
末
端
が
厚
い

モ
レ
ー
ン
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
り
、
従
っ
て
モ
レ
ー
ン
切
断
部
に

は
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
、
こ
と
に

東
ロ
ツ
ブ
タ
氷
河
の
露
出
末
端
部
の

後
退
は
明
自
で
，あ
る
（こ
の
部
分
の

標
高
を
記
録
し
て
貰
え
る
と
貴
重
な

デ
ー
タ
に
な
る
の
・だ
が
―

）。
一第

で
あ
る
。
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
は
、
高
さ

一―
五
メ
ー
■
ル
で
基
部
が
つ
な
が

っ
て
い
る
小
規
模
な
も
の
か
ら
次
第

に
大
き
な
も
の
に
、
遂
に
は
ひ
と
つ

ず
つ
独
立
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
乱
立

地
帯
に
到
る
。
こ
れ
は
氷
河
の
位
置

と
標
高

（す
な
わ
ち
太
陽
輻
射
熱
の

強
さ
と
気
候
の
乾
燥
度
）
お
よ
び
氷

河
の
動
き
の
影
響
の
も
と
に
形
成
さ

れ
、
出
現
か
ら
消
滅
ま
で
の
サ
イ
ク

ル
は
五
〇
―

一
〇
〇
年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
よ
う
な
大
山
脈
の
氷
河
に
の
み
み

ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
特
徴
の
第
二

は
、
氷
形
成
作
用
の
途
中
に
表
面
溶

解
現
象
が
認
め
ら
れ
る

こ
と

で
あ

る
。こ

の
あ
と
、　
一
九
七
五
年
の
中
国

隊
の
登
山
活
動
を
写
し
た
ス
ラ
イ
ド

で
、
氷
河
の
様
子
が
説
明
さ
れ
た
。

（
三
枝
礼
子
）

出
席
者

（順
不
同
）

西
堀
栄
三
郎

樋
口
敬
二

横
川
　
健

藤
井
理
行

島
田
　
巽
　
川
上
　
隆

三
枝
礼
子
　
神
崎
忠
男
　
折
井
健

一

伴
野
　
清
　
江
本
嘉
伸
　
鈴
木
郭
之

中
村
純
二
　
遠
藤
慶
太
　
金
子
雅
信

藤
井
弘

Ｔ
藤
江
幾
太
郎

山
崎
安
治

金
坂

一
郎
　
滝
川
憲
治
　
出
口
　
営

島
田
公
博

・中
川
　
武
　
松
丸
秀
夫

渡
辺
兵
力
　
浜
野
吉
生
　
伊
丹
紹
泰

高
速
　
宏
　
大
関
　
徹

の

特
徴
は

夕
地
帯

あ
る
が
、
こ

い
降
雨
帯
が
あ

も
ま
た
比
較
的
弱

(2)

フ
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泰

山

と

高

歩

八
月
八
日
、
立
秋
の
満
月
。
泰
山
の

登
山
口
で
標
高
約
二
五
〇
米
、
頂
上
約

一
五
五
〇
米
。
高
度
差

一
三
〇
〇
米
は

越
後
の
二
王
子
岳
と
粟
ガ
岳
の
中
間
の

登
り
と
見
当
を
つ
け
た
「
そ
れ
が
全
登

路
が
約
七
千
の
石
段
と
は
初
め
て
で
あ

り
、
驚
き
で
あ
っ
た
。
斎
藤
を
チ
ー
フ

に
最
年
長
の
私
が
七
十
五
歳
。
金
山
と

工
藤
の
老
人
四
名
は
最
後
尾
ど
な
り
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
り
出
し
た
．
昨
年
の

バ
イ
カ
ル
湖
で
は
下
痢
で
悩
ま
さ
れ
た

が
ヽ
今
回
は
極
度
の
節
食
で
下
痢
は
防

止
し
た
が
、
雨
の
北
京
で
風
邪
を
引
い

て
了
っ
た
。
私
の
風
邪
は
高
熱
で
も
頭

雇
が
な
く
、
卜
常
生
活
で
は
自
党
症
梅

が
な
い
。
照
り
つ
け
る
暑
さ
は
問
題
で

な
い
が
、
登
り
出
し
て
か
ら
鼻
水
が
出

て
呼
吸
が
な
ら
ず
口
を
あ
け
て
購
嚇
、

喘
珊
の
有
様
だ
。
約
二
千
五
百
段
の
中

天
門
に
辿
り
つ
ぐ
。
室
賀
隊
長
の
先
発

隊
は
昼
食
を
す
ま
せ
て
出
て
行
っ
た
。

山
田
通
訳
と
何
嬢
六
カ
ア
さ
ん
）
通
訳

が
口
論
を
し
て
い
た
。
ど
う
や
ら
、
こ

の
老
爺
四
名
は
保
証
出
来
な
い
か
ら
、

こ
こ
で
停
止
か
前
進
か
と
云
う
こ
と
ら

し
い
。
そ
れ
は
彼
等
の
老
婆
心
か
ら
の

素
人
考
え
で
、
我
々
は
登
る
と
直
ち
に

行
動
開
始
し
た
。
小
鞍
部
か
ち
見
上
げ

る
と
延
々
と
一
直
線
に
登
る
石
段
は
俄

か
に
急
勾
配
と
な
り
、
気
の
遠
く
な
る

程
だ
。
主
稜
上
の
南
天
門
か
ら
下
へ
霧

が
漂
い
始
め
て
い
る
。
若
い
二
人
の
通

藤

島

　

　

玄

訳
も
先
発
隊
を
追
っ
て
行
っ
て
了
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

山
ス
キ
ー
時
代
の
私
は
い
つ
も
ト
ッ

プ
で
ラ
ッ
セ
ル
し
た
。
重
い
荷
と
深
い

雪
の
中
を

一
気
に
千
米
ラ
イ
ン
ま
で
突

き
登
っ
た
。
そ
の
苦
し
み
を
繰
り
返
え

す
う
ち
に
、

あ

る
『登
行
法
を
会
得
し

た
。
そ
れ
は
極
め
て
簡
単
な
こ
と
だ
。

或
る
歩
数
を
登

っ
た
ら
必
ず
両
足
を
揃

え
て
止
り
、　
一
息
二
息
し
て
か
ら
出
る

こ
と
だ
。
そ
の
繰
り
返
し
を
自
然
に
身

に
つ
け
て
、
滑
ら
か
に
ど
れ
だ
け
続
け

ら
れ
る
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
登
行
法
を

行
う
の
に
絶
好
の
石
段
で
あ
る
の
に
、

先
程
ま
で

，は
調
子
が
出
な
く
苦
し
ん

だ
。
調
子
が
出
た
の
で
、
三
歩
止
り
か

ら
八
歩
止
り
ま
で
試
み
る
。
四
歩
か
五

歩
止
り
位
が
楽
で
あ
る
。
若
い
斎
藤
は

別
と
し
て
、
同
年
代
の
金
山
、
工
藤
も

両
足
を
揃
え
て
止
ま
り

・
、
二
息
三
息
し

・て
ヽ
止
　
‐
め
ｔ
反
対
つ
足
か
ち

‥踏
み
，出

す
ず
い
く
ら
で
も
続
け
ら
れ
る
。
南́
天

門
を
Ｌ
遣
、
頂
彼
グ
纏
登
で
賃
上
部
の，

．存
舎
に
着
い
た

，。
霧
の
申
の
泰
山
頂
上

へ
登
る
。
こ
‘の

前
子
だ
と．‐み
と
二
時
青

位
は
平
気
と
思
ケ
う
ち
に
石
段
を
無
，く

な
っ
て
い
た
。
宿
舎
に
戻
る
と
、
先
発

隊
は
約
三
十
分
前
に
着
い
た
が
、
登
頂

は
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
。
先
発
隊

．は
若
い
が
初
心
者
も
多
い
か
ら
で
あ

スυ
。帰

国
後
、
記
憶
を
頼
り
に
探
す
と
、

「ヽ入
山
術
」
高
瀬
重
雄
著
と
云
う
古
い

本
が
あ
っ
た
。
必
要
点
を
摘
録
す
る
と

中
国
の
葛
洪
は
紀
元
四
世
紀
の
初
め
に

活
躍
し
た
人
で
、
建
武
年
中

（
三
一
七

―
三

一
八
）
に
・「抱
朴
子
」
を
あ
ら
わ

し
た
．
抱
朴
子
の
内
編

「登
渉
編
」
に

「入
山
術
」
が
あ
る
。

「名
山
に
登
る

に
は
入
山
の
法
を
知
ら
ぬ
者
は
多
く
、

湘
害
に
遇
ふ
。
曰
く
泰
山
、
華
山
の
下

白
骨
狼
藉
た
り
」
と
あ
る
．

「入
山
に

斎
戒
し
秘
祝
を
呪
し
、
吉

綱
を
選
び

符
ヽ
　
・
印
ヽ
鏡
を
携
行
せ
よ
」
と
あ
る
。

葛
洪
の
時
代
の
千
六
百
年
も
昔
の
中
国

は
、
儒
教
で
は
聖
人
を
目
標
に
道
徳
教

育
を
高
め
、
道
教
で
は
名
山
に
登
り
ヽ

仙
薬
を
服
し
不
老
長
生
の
道
を
極
め
る

仙
人
を
理
想
と
し
た
。
抱
朴
子
の
目
的

も
そ
こ
に
あ
り
、
入
山
術
の
再
歩
は
泰

山
の
石
段
登
り
に
適
応
す
る
が
如
く
に

記
し
て
あ
る
一

「再
歩
の
法
は
右
足
を

立
て
て
前
に
お
く
、
次
に
左
足
を
前
に

お
き
次
に
右
足
を
前
に
し
て
左
足
を
従

わ
し
め
て
併
せ
て
一
歩
と
す
。
次
に
右

足
を
前
に
し
、
次
に
左
足
を
前
に
し
右

足
を
左
足
に
従
は
じ
め
て
併
せ
て
二
歩

な
り
。
次
に
左
足
を
前
に
し
、
次
に
右

足
を
前
に
し
左
足
を
右
足
に
従
わ
し
め

て
併
せ
て
〓
歩
な
り‐」
と
、
つ
ま
り
一

歩
毎
に
再
足
を
併
せ
て
止
ま
る
。　
一
歩

で
止
っ
た
‐時
の
一・「Ｊ

や
整
息
な
ど

と
、
下
山
庁
のｉ乱
雰
ぽ
記
し
て
な
い
．

併
し
私
は
こ
の
高
歩
の
法
を
現
代
の
登

行
法
に
応
用
す
る
こ
と
が
考

え

ら

れ

る
。
高
所
の
登
行
、
深
雪

の
ラ
ッ
セ

ル
、
高
齢
者

…の
登
山
に
こ
れ
を
身
に
つ

け
て
自
然
に
滑
ら
か
に
回
転
さ
せ
た
ら

と
思
っ
て
筆
を
と
っ
て
み
た
。
そ
の
気

に
な
っ
て
私
の
知
る
岳
人
の
歩
き
を
思

い
お
こ
す
と

一
世
代
も
昔
の
小
笠
原
勇

八
さ
ん
の
流
れ
る
様
な
登
り
方
が
浮
ん

で
く
る
．
た
だ

一
度
の
出
会
い
だ
が
、

こ
ん

・
な
美
事
な
歩
き
方
も
あ
る
か
と
感

嘆
し
た
鮮
や
か
な
印
象
が
あ
る
。
変
形

再
歩
と
見
ら
れ
る
の
に
村
井
米
子
さ
ん

が
い
る
。

「
入
山
術
」
の

一
読
を
お
す

す
め
す
る
。

本
年
八
月
二
十

一
日
、
十

一
号
台
風

接
近
の
影
響
で
長
野
、
岐
阜
両
県
を
襲

っ
た
集
中
豪
雨
は
両
県
各
河
川
流
域
に

相
当
な
被
害
を
与
え
た
。
蒲
田
川
流

域
、
栃
尾
・
蒲
田
温
泉
付
近
及
び
乗
鞍

ス
ヵ
イ
ラ
イ
ン
の
土
砂
流
出
は
人
家
の

倒
壊
、
死
傷
者
行
方
不
明
者
の
出
た
こ

と
で
、
新
聞
に
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら

れ
た
が
、・長
野
県
側
に
於
て
も
、
特
に

上
高
地

・
槍

ｏ
穂
高
ル
ー
ト
が
多
量
の

富

田

健

一

土
砂
流
出
、
崖
崩
れ
で
各
所
に
被
害
が

出
て
い
た
ｏ
た
ま
た
ま
数
日
を
山
研
の

厄
介
に
な
る
べ
く
出
か
け
た
私
は
、
そ

の
直
後
に
で
あ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
島

々
か
ら
上
高
地
ま
で
の
バ
ス
も
、
途
中

沢
渡
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
の
り
か
え
湯

川
渡
を
出
る
と
、
す
ぐ
に
約

一
時
間
ス

ト
ラ
プ
を
う
け
た
。
安
房
山
稜
線
か
ら

約
二
Ｉ
米
位
の
大
崖
崩
れ
が
枠
川
な
岸

に
多
量
の
土
砂
を
流
し
た
．
山
吹
ト
ン

～80・ 夏は≪8月 8日 (金)～ 8月 η日(金)1ユ日間≫

ソ連・カフカスの山旅
Oエルブルース山 (5,633m)登頂 (希望者 )

○夏山アルペンスキー

○氷河と花の小旅行,そ の他多彩.ノ

※カフカスはレールモントフなどロシア文学の郷里です。

=ソ 連の山と旅の専門旅行社=

秀 (株 )日 ソ 旅 行 社 第 鷲
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自
然
保
護
――
＝

大
正
池
の
河
川
化
と
日
代
池
の
壊
滅
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ネ
ル
出
日
、
坂
巻
、
中
湯
付
近
で
も
そ

の
物
凄
さ
を
み
せ
つ
け
ら
れ
息
を
の
む

思
い
が
し
た
。

釜
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
暫
く
進
む
と
、

そ
れ
で
な
く
と
も
年
々
や
せ
細
っ
て
い

た
大
正
池
が
、
焼
岳
か
ら
の
慢
性
的
な

土
砂
流
入
と
、
今
回
中
央
部
及
び
北
端

区
域
で
発
生
し
た
六
百
山
の
山
崩
れ
に

よ
る
土
砂
流
人
に
よ
り
池
の
形
は
全
く

み
る
影
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
霞
沢
岳
三
本
槍
付
近
の
崩

れ
が
ひ
ど
か
っ
た
た
め
ら
し
く
、
八
右

衛
門
沢
を
な
め
下
し
て
大
正
池
に
流
入

す
る
前
に
、
田
代
池
を
も
一
挙
に
埋
没

き
せ
て
し
ま
っ
た
。
大
正
池
が
昔
の
姿

を
年
々
衰
退
さ
せ
て
い
る
と
い
う
わ
び

し
さ
に
加
え
、
あ
の
幽
迭
な
日
本
庭
園

的
姿
で
、
慰
め
て
く
れ
た
優
し
い
田
代

池
の
姿
が
も
う
三
度
と
み
ら
れ
な
ぐ
な

っ
た
か
と
思
う
と
、
同
じ
自
然
の
働
き

と
は
い
え
心
い
た
む
出
来
ご
と
だ
。
焼

岳
の
爆
発
で
出
来
た
大
正
池
は
元
の
梓

川
に
復
元
し
た
形
か
も
知
れ
な
メ
ヽ
が

（も
っ
と
も
規
模
景
観
は
爆
発
以
前
の

も
の
と
は
大
き
く
変
っ
て
い
る
だ
ろ
う

が
）
田
代
池
の
消
滅
は
大
き
な
財
産
を

失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
唯

，
つ
明
神
池

が
、
明
神
岳
南
面
の
崩
れ

（河
童
橋
か

ら
よ
く
見
え
る
）
は
あ
っ
た
も
の
の
幸

い
東
面
に
は
大
崩
れ
が
な
く
、
昨
年
の

ま
ま
の
明
神
池
で
い
て
ぐ
れ
た
こ
と
で

何
と
な
く
ほ
っ
と
し
た
思
い
が
す
る
。

手
許
に
あ
る
昭
和
初
め
頃
．の
大
正
池
と

田
代
池
の
写
真
も
大
切
な
記
念
品
に
な

っ
て
し
ま
い
感
慨
深
い
思
い
が
す
る
。

黙
々
と
し
て
修
復
整
備
に
ブ
ル
を
動

冬
Ｆ

目
顆

Ｚ
ヽ
・

今
西
錦
司
氏

文
化
勲
章
を
受
章

桑
原
武
夫
氏

文
化
功
労
者
に

行
さ
れ
て
い
る
。

隔
月
配
本
な
の
で
ま
だ
二
冊
が
刊
行

さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
第

一
回
配
本
の

直
後
、
第
十
四
回
造
本
装
慎
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
会

（十
月
十
八
日
）
に
お
い
て

第

一
位
の

「文
部
大
臣
賞
」
受
賞
が
決

定
し
た
。
審
査
委
員
は
、
布
川
角
左
衛

門

（日
本
出
版
学
会
会
長
）
小
田
切
進

（日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
）
司
修

（装
崚
作
家
）
氏
ら
二
十
氏
。

よ
り
美
し
く
、
よ
り
よ
い
本
づ
く
り

を
目
標
に
出
版
文
化
の
向
上
を
は
か
ろ

う
と
す
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
年

の
審
査
対
象
は
、
九
十
七
社
三
百
六
十

一
点
。
そ
の
な
か
か
ら

「内
容
的
に
も

文
部
大
臣
賞
に
適
し
て
お
り
、
印
刷
、

製
本
、
デ
ザ
イ
ン
、
材
料
の
選
択
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
最
ヽ
優
れ
て
い
る
」

と
し
て
、
授
賞
の
決
定
を
み
た
。

『小
島
烏
水
全
集
』
は
菊
判
函
入
、
本

文
１０
ポ
組
。
Ｄ
Ｐ
Ｌ
ク
ロ
ス

（ブ
ラ
ウ

ン
）
お
よ
び
バ
ク
ラ
ム
（淡
ク
リ
ー
ム
）

の
片
継
ぎ
表
紙
装
。
題
字
は
烏
水
翁
の

青
年
時
代
か
ら
の
愛
読
書

の
ひ
と

つ

『狙
篠
集
』
木
版
本
よ
り
集
字

・
整
字

じ
た
も
の
で
金
箔
二
回
押
し
、
表
紙
カ

ッ
ト
に
は
鳥
水
蔵
書
票

（織
田

一
磨

作
）
の
自
花
石
楠
花
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
愛
書
家
で
あ
っ
た
著
者
に
ふ
さ
わ

し
い
豪
華
愛
蔵
本
で
あ
る
。
解
題
・
解

説
は
全
春
を
ど
お
し
て
近
藤
信
行
氏，ハ

執
筆
す
る
。

入
賞
作
お
よ
び
全
作
品

の
展
示
会

は
、
十

一
月
十
九
日
―
二
十
二
日
、
東

京
日
本
橋

・
丸
善
に
て
お
こ
な
わ
れ

た
。
大
阪
で
は

一
月
二
十
八
日
―
二

月
二
日
、
博
労
町

・
丸
善
に
て
ひ
ら

か
れ
る
予
定
。

一
　

会

員

だ

よ

り

図
書
委
員
の
北
島
光
子
氏
は
こ
の

夏
ス
ペ
イ
ン
山
岳
連
盟
（”
”
〓
し

を
マ
ド
リ
ッ
ド
に
訪
ね
、
事
務
局
長

の
フ
ェ
リ
ペ
氏
と
歓
談
し
、
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
遠
征
計
画
を
聞
か
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
書
は
持
ち
帰

っ
て
図
書
室

に
保
管
し
た
。　
一
九
二
二
年
に
創
立

さ
れ
た
こ
の
山
岳
連
盟
は
傘
下
に

一

七
〇
ほ
ど
の
ク
ラ
ブ
を
持
ち
、
山
小

屋
は
二
十
七
、
会
員
数
は
約
七
万
六

千
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

会
員
筈
見
愛
子
氏
は
、
昨
年
夏
は

ス
イ
ス
の
ブ
リ
エ
ン
ツ
ロ
ー
ト
ホ
ル

ン
を
、
今
夏
は
ド
ロ
ミ
ー
テ
ン
を
、

ス
イ
ス
人
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
共

に
玩
具
の
よ
う
な
汽
車

に
乗
っ
た

り
、
ガ
ソ
リ
ン
を
気
に
し
な
が
ら
ド

ラ
イ
ブ
を
し
た
り
し
て
山
巡
り
を
や

っ
た
と
の
こ
と
。

ュ測
会
長
の
今
西
錦
司
氏
は
本
年
度

文
化
人
類
学
者
と
し
て
初
み
て
文
化

勲
章
を
受
章
さ
れ
、
会
員
桑
原
武
夫

氏
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
評
論
で
日
本

文
化
の
向
上
に
寄
与
し
た
と
し
て
、

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
。・

今
西
錦
司
氏
の
受
章
祝
賀
会
は
京

都
市
内
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
１２
月

１７
●
本
会
会
員
も
多
数
参
加
し
、
盛

大
に
と
ダ
征
わ
れ
た
。

一
守卜
島
鳥
水
針
集
」

一　
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

】一

―

造
本
讃

コ
ン
ク
ー
ル
ー

待
望
久
し
き

『小
島
烏
水
全
集
』

（全
十
三
巻

ｏ
別
巻

一
）
は
、
本
会

会
員
、
島
田
巽
、
串
田
孫

一
、
山
崎

安
治
、
近
藤
信
行

（編
集
代
表
）
の

四
氏
に
よ
っ
て
編
集
が
す
す
め
ら

れ
、
九
月
ょ
り
大
修
館
書
店
よ
り
刊

山岳遭難の教ヨIl嚢
四六判 1300円 出海栄三著

高 層 の 天 気 絆

:Tレ 天気図の
丸 山 健 人 著

B6判 800円 付・ 高層天気図用紙(2色刷 )

なないための
想転換入門

101東京都千代 田区神田神保町 1-34高瀬 ビル

TEL 03-233-3909振 替口座 東京3-94529

新
発
売

高
層
天
気
図
用
紙

Ｂ
４
判
２
色
刷

一
冊
五
十
枚

五
〇
〇
円

韮

ｆ
セ

♯
二

■

Ｆ

Ｉ

ナ

韮

ｆ
モ

♯
ニ

★ご注文は最寄 り書店 を
ご利用下 さい。
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か
し
、
尚
も
崩
れ
お
ち
る
土
砂
を
雨
合

羽
に
う
け
乍
ら
働
く
人
々
に
頭
の
下
が

る
思
い
だ
っ
た
が
、
大
自
然
が

一
月
荒

れ
狂
う
と
ど
ん
な
に
大
き
な
自
然
変
化

を
も
た
ら
す
か
目
の
あ
た
り
み
て
、
人

力
の
弱
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る
の
だ

っ
た
。
所
々
で
建
設
省
の
改
修
五
ヶ
年

計
画
の
標
板
を
み
た
が
、
果
し
て
効
果

お
知
ら
せ

雪
害
実
験
研
究
所

見
学
会
案
内

ｔ
曇
　
科
学
委
員
会

丘
′鷲
　
集
会
委
員
会

長
岡
市
に
あ
る
科
学
技
術
庁
の
雪

害
実
験
研
究
所
に
見
学
会
を
行
い
ま

す
。見

学
後
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
ど

し
て
松
之
山
温
泉
に
行
き
ま
す
。

雪
害
実
験
研
究
所
の
研
究
テ
ー
マ

○
雪
害
の
基
礎
的
な
研
究

○
雪
害
防
止
の
理
学
的
応
用
研
究

○
雪
害
防
止
の
工
学
的
研
究

で
登
山
活
動
に
直
接
結
び
つ
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雪
の
研
究
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
松
之
山
温

あ
る
計
画
な
の
か
、
自
然
保
護
に
机
上

計
画
が
幅
を
利
か
し
て
い
な
い
か
。
予

算
の
小
刻
み
計
上
で
た
え
ず
後
手
後
手

に
廻
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

な
ど
改
め
て
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の

だ
っ
た
。

泉
は
豪
雪
で
冬
は
以
前
は
交
通
途
絶

し
て
い
ま
し
た
が
今
は
バ
ス
が
入
り

ま
す
。

日
時
　
五
五
年
二
月

一
日

（土
）

午
前
、
雪
害
実
験
研
究
所
見
学

長
岡
市
栖
吉
町
前
山
九
六
二
八

終
っ
て
、
国
鉄
及
び
バ
ス
で
新
潟

県
東
頸
城
郡
松
之
山
町
の
松
之
山

温
泉
に
行
き
泊
。　
，　
　
　
、

二
月
二
日

（日
）
同
温
泉
発

松
之
山
温
泉
行
に
は
豪
雪
時
の
交

通
手
段
と
し
て
、
ス
キ
ー
と
シ
ー
ル

が
要
り
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
本
会

ま
で
御
申
込
み
下
さ
い
。

締
切
　
五
五
年

一
月

一
〇
日

詳
細
に
つ
い
て
は
御
申
込
み
の
方

に
御
通
知
い
た
し
ま
す
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で

者
が
ア
ル
プ
ス
の

ま
ず
植
物
研
究

さ
れ
て
き
た
山
々
か
ら
不
幸
な
偏
見
が

に

わ

け

い
っ

と
り
の
ぞ
か
れ
て
、
山
岳
観
光
、
そ
し

て
、
地
質
学
者
が
こ
れ
に
つ
づ
い
た
。

て
ア
ル
ピ
手
ズ
ム
の
時
代
が
お
と
ず
れ

魔
力
を
秘
め
る
醜
い
も
の
と
し
て
敬
遠

た
。
日
本
の
近
代
登
山
史
は
、
ヨ
ー
ロ

鳥
海

山
高

山
植

物

探

索

行

は
、

Ｌ
地

科

学

研

究

委

員

会

図

書
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介
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目
Ｕ
＞
ｒ
∪

一
九

七
八
年
、

ラ

イ

ン
ホ
ル

ト

・

メ
ス
ナ
ー
と
と
も
に
無
酸
素
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
頂
を
果
し
た
ペ
ー
タ
ー

ｏ
ハ
ー
ベ
ラ
ー
の
処
女
出
版
。
メ
ス

ナ
ー
の
名
声
に
か
く
れ
た
存
在
だ
っ

た
彼
が
、
メ
ス
ナ
ー
と
数
々
の
輝
し

い
山
行
を
と
も
に
す
る
な
か
で
、
二

人
の
対
照
的
な
性
格
を
も
浮
き
掘
り

に
す
る
．

一
九
七
〇
年
の
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ

ッ
ト
登
頂
の
際
の
弟
の
死
、
そ
の
翌

年
の
マ
ナ
ス
ル
登
頂
の
僚
友
の
死
に

つ
い
て
世
間
の
き
び
し
い
批
判
を
受

け
た
が
、

「
こ
の
無
情
と
憤
怒
は
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
を
孤
独
な
男
に
追
い
立

て
る
ヽ
…
そ
し
て
過
去
に
つ
な
が
る

一
切
の
も
の
を
破

壊

し
、
断

ち
切

る
。
幼
な
な
じ
み
も
、
妻
で
さ
え
も

…
」
、　
と
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
行
ま
え

の

メ
ス
ナ
ー
の
心
の
遍
歴
。

一
九
七
八
年
五
月
八
日
、
午
後

一

時
十
五
分
登
頂
。
そ
の
あ
と
メ
ス
ナ

ー
は
ハ
ー
ベ
ラ
ー
よ
り
三
十
分
遅
れ

て
サ
ウ
ス
・
コ
ル

（Ｃ
４
）
に
帰
着

し
た
が
、雪
眼
に
罹
り
、差
し
出
さ
れ

た
紅
茶
も
見
え
な
い
重
傷
。
そ
の
夜

「ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
苦
痛
に
泣
き
う
め

い
た
。

，フ
オ
レ
を
二
人
ぼ
っ
ち
に
す
る

な
ョ
。
頼
む
。　
一
緒
に
居
て
く
れ
〃
と

幾
度
も
懇
願
し
だ
」
と
メ
ス
ナ
ー
の
性

格
を
出
す
．

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
小
史
の
な
か
で
、
ソ

連
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
を
収
め
て
い

る
。　
一
九
五
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
年
は
ス
イ
ス
が
プ
レ
と
ポ
ス
ト
に
試

み
た
が
、
ソ
連
は
初
冬
を
選
ん
だ
。
三

十
五
人
の
ベ
テ
ラ
ン
登
山
家
を
結
集
、

軍
用
機
五
機
を
仕
立
て
、
モ
ス
ク
ワ
ー

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
ー
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を

経
由
し
て
ラ
サ
入
り
。
六
人
の
サ
ミ
ッ

タ
「
が
入
〇
五
Ｏ
ｍ
に
到
達
し
、
モ
ス

ク
フ
と
直
結
の
″
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
″
（無

電
）
で

「
二
、三
日
中
に
も
登
頂
す
る
」

旨
の
連
絡
を
伝
え
て
消
息
を
断
っ
た
。

翌
年
も
捜
索
隊
が
出
さ
れ
る
が
何

一
つ

手
が
か
り
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
五

二
年
と
い
え
ば
中
ソ
蜜
月
登
山
初
期
段

階
に
な
る
が
、
こ
の
登
山
は
後
日
、
責

任
者
が
き
び
し
く
追
求
さ
れ
た
こ
と
を

付
け
加
わ
え
て
い
る
．
　

片́
山
金
平
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エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

ー

極
点
へ
の
遠
征
―

メ
ス
ナ
ー
　
一者

横
川
文
雄
　
訳

一
九
七
八
年
五
月
、
ォ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
ナ
イ
ル
ツ
を
隊

長
と
す
る
ェ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
は
、

東
南
稜
よ
り
五
月
三
日
、
八
日
、
十

一

日
、
十
三
日
と
四
回
に
わ
た
リ
サ
ー

ダ
ー
の
ア
ン
ｏ
プ
ー
を
含
め
九
隊
員

が
登
頂
す
る
と
い
う
成

果

を

収

め

た
。
登
頂
ナ
ン
バ
ー
か
ら
い
う
と
、

一
九
六
〇
年
の
北
方
ル
ー
ト
か
ら
の

中
国
隊
の
登
頂
を
入
れ
て
、　
一
九
五

三
年
の
イ
ギ
リ
ス
隊
の
初
登
頂
か
ら

数
え
、
第
二
十
五
、
第
二
十
六
、
第

二
十
七
、
第
二
十
八
登
で
あ
っ
た
。

五
月
八
日
登
頂
し
た
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
と
ペ
ー
タ
ー

・
ハ
ー
ベ

ラ
ー
の
二
人
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
山

に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い

た
酸
素
な
し
の
登
頂
を
記
録
し
、
ヒ

マ
ラ
ャ
登
山
史
上
に
エ
ポ
ッ
ク
を
画

し
た
。
こ
の
報
告
を

一
本
に
ま
と
め

た
の
が
本
書
で
あ
る
。

．絶
頂

へ
の
ク
ラ
イ
ム
に
つ
い
て
メ

ス
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
書

い
て

い

る
。

「ぼ
く
の
頭
の
働
き
は
ス
イ
ッ
チ

を
切
ら
れ
た
よ
う
な
死
ん
だ
も
同
然

の
状
態
だ
っ
た
。
魂
だ
け
は
透
き
と

お
っ
て
、
い
っ
そ
う
感
じ
や
す
く
な

っ
て
い
た
。
―
―
頂
上

へ
の
最
後
の

数
メ
ー
ト
ル
を
登
る
の
は
、
も
う
そ

ん
な
に
辛
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

や
が
て
登
り
着
い
た
ぼ
く
は
、
腰
を

下
ろ
し
て
両
脚
を
深
渕
の
上
で
ぶ
ら

ぶ
ら
揺

っ
た
」

そ
れ
は
す
ざ
ま
し
い
登
攀
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。

サ
ウ
ス
‐・
コ
ル
ヘ
の
下
降
は
夢
遊

病
者
の
よ
う
な
状
態
で
、
頂
上

へ
着

い
た
時
間
も
は
っ
き
り
記
録
さ
れ
て
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ッ
パ
で
の
山
岳
開
拓
史
の
最
終
段
階
で

あ
る
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
直
輸
入
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
日
本
山
岳
会
を
は
じ
め
と

し
て
、
幾
百
幾
千
の
大
小
の
登
山
者
の

団
体
が
、
も
っ
ば
ら
登
山
そ
の
も
の
を

主
目
的
と
し
て
き
た
こ
と
、
自
然
科
学

的
な
関
心
が
い
つ
も
付
録
同
然
で
あ
っ

た
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。
そ
う

い
う
事
情
を
ふ
ま
え
て
み
れ
ば
、
日
本

山
岳
会
に
科
学
研
究
委
員
会
が
設
け
ら

れ
て
、
山
岳
に
関
す
る
自
然
科
学
的
研

究
の
組
織
化
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
上
、
さ
ら
に
一
般
会
員
に
科

学
す
る
日
で
山
岳
に
接
す
る，楽
ｔ
み
を

啓
発
し
て
く
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
１
大
い
に

よ
ろ
こ
ば
し
い
。

そ
の
科
学
研
究
委
員
会

の
主
催
で
八
月
中
旬
に
東

北
．の
名
峰
の
一
つ
で
あ
る

鳥
海
山ｔ
へ
の‥植
物
研
究
山

行
が
催
さ
れ
た
？
じ
つ
を

い
え
ば
委
員
会
の
名
に
し
て
も
、

「鳥

海
山
高
山
植
物
探
索
行
」
と
い
う
名
称

に
し
て
も
、
植
物
に
う
と
い
私
を
た
じ

ろ
が
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
自
分
自
身
を
啓
蒙
す
る
機
会
を

も
ち
た
い
一
心
で
同
行
し
た
。
そ
し
て

単
独
で
歩
こ
う
も
の
な
ら
気
に
も
と
め

ず
に
い
た
は
ず
の
一
本

一
草
に
注
目
す

る
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
。
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
二
日

間
の
山
旅
で
あ
っ
た
。

八
月
十

一
日
朝
に
酒
田
駅
に
集
合
し

た
参
加
者
た
ち
は
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ

ス
で
標
高

一
〇
〇
〇
ｍ
の
大
平
山
荘
に

は
こ
ば
れ
た
。
山
荘
で
荷
を
軽
く
し
た

一
行
は
午
前
十
時
に
吹
浦
日
の
登
山
道

を
登
り
は
じ
め
た
。
小

一
時
間
登
っ
た

標
高

一
四
〇
〇
ｍ
地
点
あ
た
り
か
ら
、

次
々
と
あ
ら
わ
れ
る
高
山
植
物
に
視
線

を
す
い
よ
せ
ら
れ
、
止

ま
っ
て

は
歩

き
、
歩
い
て
は
止
ま
る
。
日
本
海
か
ら

吹
き
寄
せ
る
湿
気
を
せ
き
と
め
て
雲
と

霧
を
た
っ
ぶ
り
と
た
く
わ
え
る
鳥
海
山

は
、
中
々
そ
の
頂
上
を
私
た
ち
の
日
に

見
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
が
、
雲
と
霧
は

真
夏
の
日
射
し
を
さ
え
ぎ

っ
て
植
物
探

索
の
歩
み
を
快
適
な
も
の
に
し
て
く
れ

た
。

―
　

第

一
日
目
の
探
索
行
は

Ｆ
．
笙
ゲ
岳
三
峰
か
ら
扇
子
森

に
及
ん
だ
。
私
た
ち
が
こ

の
日
に
見
た
植
物
の
名
を

い
ち
い
ち
あ
げ
る
必
要
は

あ
る
ま
●
。
た
だ
、
鳥
海

山
な
ら
で
は
の
三
種
の
植

物
に
と
く
に
私
た
ち
の
目

と
関
心
が
注
が
れ
た
こ
と
だ‐
け
は
記
録

し
て
お
こ
う
。
ゥ
ゴ
ア
ザ
ミ
、
オ
ク
キ

タ
ア
ザ
ミ
、
チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ
。

大
平
山
荘
で
の
夕
食
に
は
地
元
の
山

形
県
遊
佐
町
助
役
の
佐
藤
氏
、
遊
佐
町

企
画
商
工
課
長
の
佐
藤
氏

（会
員
）
も

列
席
し
て
、
日
本
山
岳
会
が
鳥
海
山
に

関
心
を
も
つ
こ
と
に
歓
迎
の
意
を
表
し

た
。翌

十
二
日
は
自
由
行
動
日
と
い
う
こ

と
で
、
鳥
海
山
頂
上
を
め
ざ
す
グ
ル
ー

プ
の
ほ
か
、
日
程
や
気
分
に
応
じ
て
三

つ
四
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
参

加
者
た
ち
は
思
い
思
い
の
方
向
に
散
っ

い
な
い
。

メ
ス
ナ
ー
は
こ
の
遠
征
の
あ
と
、．

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
戻
る
と
、
す
ぐ
ナ
ン

ガ
パ
ル
バ
ー
ト
ヘ
向

い
、
八
月
九

日
、
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
側
か
ら
や
は
り

無
酸
素
で
単
独
登
頂
に
成
功
し
、
今

年

（
一
九
七
九
年
）
の
夏
に
は
六
人

の
小
パ
ー
テ
ィ
で
世
界
第
二
位
の
Ｋ

２
に
挑
み
、
七
月
十
二
日
、
ミ
カ
エ

ル
・
ダ
ッ
ハ
ー
と
二
人
で
ま
た
ま
た

無
酸
素
の
登
頂
を
や
っ
て
の
け
た
。

ま
さ
に
ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
う
し
た
あ
わ
た
だ
し
い
遠
征
の

あ
い
間
に
、
・よ
く
こ
れ
だ
け
の
本
を

出
す
と
感
心
は
す
る
の
だ
が
、
や
は

り
こ
の
レ
ポ
ー
ト
も

一
夜
づ
け
で
ま

と
め
上
げ
た
と
い
う
感
じ
を
ぬ
ぐ
い

切
れ
な
い
“　
す
九
二
四
年
イ
ギ
リ
ス

隊
の
マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
遭

難
な
ど
，、
戦
前
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登

山
の
歴
史
が
前
文
で
長
々
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
蛇
足
で
あ
ろ

う
。
本
文
も
現
地
で
の
テ
ー
プ

・
レ

コ
ー
ダ
ー
の
や

，
と
り
を
そ
の
ま
ま

活
字
に
し
て
し
ま
っ
た
部
分
が
大
半

で
、
ま
こ
と
に
読
み
ず
ら
い
し
、
冗

漫
で
あ
る
．
ま
た
付
録
と
し
て
、
こ

れ
ま
た
ェ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
登
山
年
表

に
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
さ

い
て

い
る

が
、
こ
れ
も
こ
の
本
に
は
不
用
と
思

ら
ノ。巨

峰
へ
の
無
酸
素
登
山
の
動
機
、

死
ぬ
苦
し
み
の
ク
ラ
イ
ム
は
よ
ぐ
理

解
出
来
る
が
〉
画
期
拗
ｔ
無
諄
え
土

ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
頂
の
報
告
書
∵だ
け

に
、
登
頂
後
の
医
学
的
考
察
な
ど
も
加

え
た
、
も
っ
と
き
め
の
こ
ま
か
な
本
に

し
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
れ
が
本
書
の
卒

直
な
読
後
感
で
あ
っヽ
た
。

訳
者
と
出
版
社
の
日
本
語
版

へ
の
努

力
に
は
多
い
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
不
平
が
い
え
る
の
も

そ
の
お
か
げ
だ
か
ら
で
あ
る
。

（山
崎
安
治
）

原

題

へ甫

く
の
お

ユ

ー
”

Ｘ
Ｕ
＆

〓

８

Ｎ
口
日

Ｕ
り
ヽ
Ｕ
“
口
Ｆ
ｔ
、

昭
和
五
十
四
年
六
月

一
日
、
山
と
渓

谷
社
刊
、
〓
三

八
ペ
ー
ジ
、
定
価
千

五
百
円
。　
　
　
　
　
　
．

わ
が
登
高
行

、　

　

一二
‥
田
幸
夫
　
著

著
者
の
三
田
さ
ん
が
、
山
岳
界
に
お

け
る
世
界
的
存
在
で
あ
ら
れ

る

こ
と

は
、
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
い
。

『
わ

が
登
高
行
』
上
下
三
巻
は
、
そ
の
大
き

な
足
跡
を
集
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
山
の

自
伝
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
待
望

久
し
か
っ
た
が
、
今
回
よ
う
や
く
上
巻

が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば

し
い
こ
と
で
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
た
い
。

内
容
は

「青
春
の
山
々
」
十
二
篇
、

「
ア
ル
バ
ー
タ
遠
征
」
五
篇
ｒ

「
イ
ン

‐ド
時
代
と
そ
の
回
想
」
十
五
篇
の
三
部

か
ら
成
り
、
写
真
十
八
葉
が
挿
入
さ
れ

て
い
る
。
　
・
　
　
　
　
・

著
者
の
筆
致
は
、
お
人
柄
が
示
す
よ

う
に
、
穏
や
か
で
き
め
細
が
で
あ
り
な

が
ら
、要
所
要
所
の
切
れ
こ
み
が
深
い
。

山
に
傾
け
る
情
熱
が
、
ど
の
ペ
ー
ジ

に
も
滲
み
出
て
い
る
。

「越
後
銀
山

平
よ
り
会
津
の
山
旅
」

（
一
九
二
〇

年
七
月
）
で
は
、
ま
だ
登
山
者
が
あ

ま
り
入
ら
な
い
頃
の
旅
が
、
草
軽
で

土
を
踏
み
し
め
る
よ
う
に
し
み
じ
み

と
語
ら
れ
、
続
く

「春
雪
の
立
山
と

鋼
岳
」

（
一
九
二
二
年
四
月
）
や
ヽ

「涸
沢
の
岩
小
舎
を
中
心
と
し
て
の

穂
高
連
峰
」
で
は
、
雪
や
岩
の
世
界

が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て

「
山
岳
部

ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
歩
み
」
は
、
棋
さ
ん

の
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
初
登

（
一
九
二

一
年
）
を
契
機
と
し
て
、
冬
山

へ
の

傾
倒
、
更
に
ア
ル
バ
ー
タ
初
登

（
一

九
二
五
年
）
を
経
て
、
三
田
さ
ん
の

一
九
二
六
年
か
ら
七
年
間
の
イ
ン
ド

時
代
と
発
展
し
、
現
在
に
及
ぶ
。
こ

の
イ
ン
ド
時
代
の
三
田
さ
ん
が
、
頻

り
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
明
ん
で
居
ら
れ
た

こ
と
は
、
こ
の
文
に
も
掲
出
さ
れ
、

後
掲
の

「
イ
ン
ド
通
信
」・
に
も
窺
わ

れ
る
。
外
国
パ
ー
テ
ィ
の
活
躍
ぶ
り

に
切
歯
し
な
が
ら
も
、
そ
の
様
子
や

装
備
な
ど
逐

一
故
国
の
岳
友
に
報
告

さ
れ
、
奮
起
を
催
促
さ
れ
て
い
た
。

山
岳
部
で
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
計
画

が
進
行
中
と
き
い
て
も
物
足
り
な
か

っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
焦
慮
ぶ
り

が
現
れ
て
い
る
。

テ

ル
バ
ー
タ
の
遠
征
記
は
、
私
は

初
め
て
読
ま
せ
て
頂
い
た
が
、
実
に

羨
し
く
、
ま
た
自
分
も

一
緒
に
行
動

し
て
い
る
よ
う
に
楽
し
か
っ
た
。
そ

し
て
、
一九
人
の
登
攀
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
、

落
石
の
場
面
で
は
、
や
は
り
は
ち
は

(6)
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て
渉
き
、
前
日
の
鷲
物
探
索
の
余
韻
を

味
わ
っ
た
。ヽ・

■
こ
の
二

‐日
間
の
山
行
に
は
‘、
吹
浦
在

ｔ
ｔの
′高
油
推
物
愛
好
家
の
畠
中
善
弥

氏
（
酒
田
在
住
の
植
物
研
究
家
富
沢
襄

氏
ヽ
吹
浦
の
鳥
海
山
指
導
員
高
橋
長
助

氏
な
ど
、
地
元
の
方
々
の
熱
意
あ
る
教

き
同
行
者
と
な
っ
て
く
れ
た
地
元
の
人

々
に
対
し
て
、
山
行
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
中
村
純
二
氏
に
な
り
か
わ
っ
て
、

あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（絵
と
文
　
宮
下
啓
三
）

●
参
加
者

（
五
十
音
順
。
ｘ印
は
非
会

員
）丼天

城
素
子
、
網
蔵
志
朗
、
網
蔵
卓

弥
、
遠
藤
慶
太
、
小
原
晴
子
、
片
岡

博
、
門
倉
賢
、
久
保
孝

一
郎
、
隅
部

恵
子
、
斎
藤
清
吉
鼻
佐
藤
岩
雄
、
佐

藤
冨
佐
雄
、
沢
井
政
信
鼻
沢
井
陽
子

塩
場
庄
太
郎
鼻
杉
山
都
子
、
関
塚
貞

亨
、
子
ハ
ロ
ル
ド
・
ソ
ロ
モ
ン
、　
高

橋
長
助
、
宅
間
清
子
、
田
中
清
子
、

キ富
沢
襄
、
中
沢
光
江
、
中
村
あ
や
、

中
村
純
二
、
畠
中
善
弥
、
林
桂
子
、

松
丸
秀
夫
、　
４官
城
恭
計
（

二
、
村
上
勝
太
郎
、
山
崎
健

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
周
辺
の

氷
河
調
査
に
つ
い
て
」

―

渡
辺
興
亜
氏
講
演
会
―

科
学
研
究
委
員
会

（要
旨
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
南
側
は
一
般
に
海
洋
性

の
氷
河
、
北
側
は
大
陸
性
の
氷
河
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
東
に
く
る

に
つ
れ
て
両
者
の
区
別
は
あ
い
ま
い
と

な
り
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
周
辺
で
は
チ
ベ

ッ
ト
型
と
も
い
う
べ
き
平
衡
型
な
い
し

餅
型
の
氷
河
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
傾

斜
の
急
な
ク
ー
ン
ブ
氷
河
と
傾
斜
の
緩

ら
し
た
ｏ

「
ベ
ー
ス
・
キ
ヤ
ン
プ
の

あ
る
日
」
は
、・
の
び
の
び
し
た
タ
ッ

チ
で
、
正
に
陣
中
閑
あ
り
。
マ
ウ
ン

テ
ン
・
ラ
ビ
ッ
ド
が
冬
ご
も
り
の
巣

を
作
る
べ
く
、
枯
れ
た
小
枝
を
運
ん

で
い
る
。
そ
れ
を
手
伝

っ
て
や
る
情

景
が
微
笑
ま
し
い
。

こ
の
時
頂
上
に
残
し
た
細
川
侯
の

ピ
ッ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
年

後
登
頂
し
た
米
国
人
二
氏
が
天
皇
の

ピ
ッ
ケ
ル
と
早
合
点
し
、

「
ア
ル
バ

ー
タ
後
日
諄
」
を
生
じ
る
の
だ
が
、

こ
の
交
流
の
た
め
の
通
信
文
の
幾
つ

か
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
全
体

を
淀
み
な
く
読
了
さ
せ
る
の
は
、
実

に
筆
力
で
あ
る
．

「流
浪
の
ブ
テ
ィ
ア
」
の

一
文
に

も
‥、
私
は
い
た
く
心
を
惹
か
れ
た
。

絆

ブ
テ
ィ
ア
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ
プ
シ

書

―
だ
そ
う
で
あ
る
．
あ
る
夜
、
三
田

図い
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
で
は
差
異
が
あ
り
、

個
性
も
あ
る
の
で
、
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
の

調
査
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
。
調
査
項

目
と
し
て
、
東
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
と
西
ロ

ン
ブ
ク
氷
河
の
勢
力
の
消
長
、
氷
河
地

形
、
特
に
水
流
と
デ
ブ
リ
の
構
造
、
氷

河
の
ボ
ー
リ
ン
グ
、
で
き
れ
ば
い
の
調

査
。
氷
河
末
端
付
近
の
モ
レ
ー
ン
構
造

と
歴
史
、
さ
ら
に
登
山
隊
員
に
よ
る
ク

―
ス
コ
ル
で
の
降
雪
時
３
時
間
ご
と
３０

ｃ
ｃ
の
雪
の
採
集
、
そ
の
他
が
考
え
ら

れ
る
。
長
期
に
わ
た
る
国
際
的
調
査
の

一
環
と
し
て
も
成
果
を
上
げ
た
い
。

出
席
者

（順
不
同
）

名
大
助
教
授
　
渡
辺
興
亜
氏
、
渡
辺

さ
ん
は
シ
ッ
キ
ム
の
宿
を
ふ
ら
り
と
出

て
、
こ
の
一
群
の
焚
火
の
輪
に
入
れ
て

も
ら
い
、
煙
草
を
頒
け
た
り
し
て
、
談

笑
を
重
ね
、
し
ま
い
に
は
合
金
製
の
安

物
の
指
輪
や
腕
飾
り
を
頒
け
与
え
る
。

そ
し
て
群
れ
は
健
康
的
に
踊
る
．
翌

朝
、
早
い
出
発
で
そ
こ
を
通
り
か
か
る

と
、
焚
火
の
灰
が
自
く
残
っ
て
い
た
。

こ
の
一
篇
に
し
て
も
、
尼
僧
と
の
出
会

い
を
描
い
た

「
シ
ッ
キ
ム
の
あ
る
夜
」

に
し
て
も
ヽ
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
の
作
品
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
香
気
が
あ
る
。
そ

し
て
心
の
温
か
い
人
で
な
け
れ
ば
、
こ

う
し
た
旅
情
ほ
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、ヽ

三
田
さ
ん
は
話
へ
の
導
入
が
非
常
に
お

達
者
で
、
読
む
者
は
知
ら
ず
知
ら
ず
引

き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
シ
ツ
キ
ム
ヘ
の
憧
れ
」

「ダ
ー
ジ

リ
ン
ふ
た
た
び
」

「思
い
出
の
人
達
」・

の
諸
篇
は
、　
一
度
訪
ね
た
土
地
や
、　
一

兵
力
、
式
正
英
、
大
森
弘

一
郎
、
遠
藤

慶
太
、
道
向
和
子
、
中
沢
光
江
、
中
村

十
月
六
日

（土
）
―
八
日

（月
）
に

佐

・
渡
に
於
て
開
催
さ
れ
た̈
。

・

去
る
五
月
十

一
日
の
会
員
総
会
当
日

に
開
催
さ
れ
た
支
部
長
会
議

の
席
上

で
、
次
の
支
部
長
会
議
は

・
ゆ
っ
く
り
時

間
を
と
っ
て
、
支
部
長
の
外
に
も
地
方

か
ら
参
加
し
て
貰
い
、
懇
親
会
を
か
ね

て
開
催
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
の
提

案
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
意
を
受

度
の
出
会
い
の
人
を
、
三
田
・さ
ん
が

ど
ん
な
に
愛
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
る

か
を
物
語
っ
て
い
る
一

島
田

・
近
藤
両
氏
の
編
集
は
、
さ

す
が
に
文
の
取
捨
選
択
や
配
列
が
す

ぐ
れ
て
い
て
、
写
真
も
内
容
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
。
表
紙
カ
ッ
ト
は
岳
友

の
佐
藤
久

一
朗
氏
で
、
実
に
す
っ
き

り
し
た
出
来
で
あ
る
。
見
返
し
に
は

著
者
の
ス
ケ
ッ
チ
、
ア
ル
バ
ー
タ
東

面
及
び
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
山
群

の

一
角
、
が
使
わ
れ
て
い
る
。

下
巻
に
は
、
苦
心
の
マ
ナ
・ス
ル
行

や
、
滋
味
掬
す
べ
き

「底
倉
記
」
が

登
場
す
る
こ
と
と
思
い
、
そ
の
刊
行

を
渇
望
し
つ
つ
、
こ
の
拙
い
紹
介
を

終
る
。　
　
　
　
　
　
（川
崎
精
雄
）

Ａ
５
版

・
本
文
四
六
〇
頁
　
一
九

七
九
年
六
月
　
若
渓
堂
刊

定
価
三
八
〇
〇
円

　

・

け
た
越
後
支
部
が
開
催
の
手
配
を
引
受

け
、
今
回
の
段
取
り
と
な
っ
た
。
当
時

は
予
想
を
し
て
い
な
か
っ・た
衆
議
院
議

員
選
挙
の
投
票
日
に
当
り
、
尚
ま
た
宮

崎
国
体
の
開
催
時
期
で
も
あ

っ
た
の

で
、
各
支
部
長
は
じ
め
多
く
の
方
々
も

都
合
が
つ
か
ず
、
参
加
者
は
き
わ
め
て

・少
数
に
な
っ
た
。
会
期
中
も
長
雨
に
た

た
ら
れ
て
了
っ
た
の
で
、
予
定
し
た
妙

‐ 。、...._   
′
/′

/
‐.ル .

へ、..

示
が
大
い
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
お
か
げ
で
探
索
山
行
が
予
期
以
上
に

豊
か
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
ぜ
ひ
と

も
付
言
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
と
り
わ
け
八
十
歳
の
畠
中
老
人
は

疲
れ
の
色
ひ
と
つ
見
せ
ず
、
平
均
の
登

山
者
以
上
の
健
脚
を
も
つ
会
員
た
ち
に

さ
え
驚
き
と
尊
敬
の
念
を
お
こ
さ
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
私
た
ち
の
良

＼

．

純
二
、
鳥
海
山
行
参
加
者
有
志
。

支

部

長

会

議

と
，
懇

親

会

―

　

　

　

　

　

　

　

哲

井

健

一
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見
山
か
ら
金
北
山
の
秋
色
を
探
る
大
佐

渡
山
脈
縦
走
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
併
し
詩
情
あ
ふ
れ
る
佐
渡
の
旅

は
観
光
客
の
少
い
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
、
我
々
と
し
て
は
充
分
に
堪
能
す
る

事
が
出
来
た
．

第

一
日
、
両
津
港
か
ら
直
行
し
た
妙

見
山

「自
雲
荘
」
の
夜
は
地
元
の
越
後

支
部
、
佐
渡
山
岳
会
の
方
々
と
懇
談
、

親
睦
の
実
を
上
げ
た
。
特
に
金
井
町
助

役
の
北
見
伍

一
氏
は
雨
の
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
清
酒
を
さ
げ
て
懇
親
会
に
参

加
さ
れ
、
ま
た
悪
魔
払
い
と
豊
年
を
祈

る
神
事
と
し
て
、
海
外
で
も
有
名
に
な

っ
た
鬼
太
鼓
を

披
露
し
て
歓
迎

を

い

た

だ

い

た
。時

折
霧
が
晴

れ
、
酔
限
に
も

・修
一勝
（・
ク
シ
よ

国
仲
平
野
を
は

さ
ん
だ
真
野
と
両
津
の
灯
が
宝
石
の
様

に
輝
や
い
て
見
え
、
美
し
い
夜
が
更
け

た
。第

二
日
、
平
場
の
名
所
旧
跡
巡

り

は
、
し
っ
と
り
と
し
た
雨
の
中
で
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
、
佐
渡
山
岳
会
の
村

川
会
長
、
藤
井
さ
ん
等
が
添
乗
し
案
内

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
朱
鷺
の
舞
う
と

云
う

「朱
鷺
の
里
」
か
ら
、
東
光

山

「清
水
寺
」
と
回
っ
た
。
京
都
の
清
水

寺
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
立
派
な
能
舞

台
は
室
町
時
代
を
偲
ば
せ
た
。
日
蓮
上

人
の
根
本
寺
、
順
徳
帝
の
真
野
御
陵
、

妙
宣
寺
の
五
重
塔
等
の
古
刹
か
ら
、
江

戸
幕
府
三
〇
〇
年
の
財
政
を
支
え
た
が

悲
話
も
多
い
佐
渡
金
山
を
見
学
、
尖
閣

湾
を
経
由
し
て
入
川
部
落
の
服
部
旅
館

に
投
宿
。

第
三
日
、

「島
の
北
端
、
大
佐
渡
山

脈
が
急
斜
し
て
海
に
突
入
、
日
本
海
の

荒
波
と
対
決
し
て
生
れ
た
自
然
の
複
雑

雄
大
な
景
観
」
と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
記

載
の
通
り
の
、
佐
渡
ら
し
い
風
景
の
集

約
さ
れ
た
外
海
府
を

一
周
し
て
両
津
に

出
た
。
車
窓
か
ら
大
野
亀
を
見
て
、
途

中
の
願
部
落
か
ら
は
、
海
岸
波
打
際
の

探
勝
歩
道
を
足
に
も
愉
し
ま
せ
た
。
賽

の
河
原
の
洞
窟
の
辺
か
ら
の
ニ
ツ
亀
の

全
貌
は
、
正
に
海
上
に
二
匹
の
亀
が
う

ず
く
ま
っ
た
様

携
い
　

で
あ
る
。
今
は

枯
れ
は
て
た
草

原
も
、
カ
ン
ゾ

ウ
の
花
が
来
年

も
ま
た
黄

一
色

に
染
め
出
す
で

あ
ろ
う
。

「
ロ
ッ
ヂ
ニ
ツ
亀
」
の
前
か
ら
再
び
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
、
鷲
崎
か
ら
三
十

二
粁
の
両
津
湾
沿
岸
を

一
気
に
走
り
、

両
津
に
着
い
た
頃
に
は
雨
も
上

っ
て
い

た
。二

泊
三
月
の
間
に
越
後
勢
の
酒
の
強

さ
を
改
め
て
知

っ
た
が
、
ま
た
懇
談
の

中
で
、
本
会
現
在
の
状
況
で
、
出
来
る

こ
と
出
来
な
い
事
は
あ
っ
て
も
、
参
加

会
員
の
諸
氏
か
ら
種
々
の
意
見
を
い
た

だ
き
心
強
さ
を
感
じ
、
パ
イ
プ
が
太
く

な
っ
た
様
な
気
が
し
た
。

参
加
者

（略
敬
称
）

（東
京
）
成
瀬
岩
雄
、
小
倉
厚
ヽ
片
岡

博
ハ
折
井
健

一

（信
濃
）
奥
原
教
永

（関
西
）
金
井
健
二

（福
島
）
小
椋
利
雄

（越
後
支
部
、佐

・
渡
山
岳
会
）
藤
島
玄
、

斎
藤
平
七
、
井
日
正
男
、
増
子
輝
男
、

佐
藤

一
栄
、
鈴
木
敏
雄
、山
岸
栄
二
郎
、

室
賀
輝
男
、
藤
井
信
、
奥
津
五
郎
、
柳

沢

一
男
、
石
坂

一
郎
、
石
田
国
夫
、
村

川
経

一
郎
、
藤
井
与
嗣
明
、
志
和
良

一

「
蝦
夷
お
月
見
会
」

北
海
道
支
部

北
海
道
支
部
の

「お
月
見
の
会
」
も

八
日
を
数
え
る
．
今
年
は
小
樽
の
天
狗

山
に
舞
台
を
据
え
ヽ
十
月
六
日

（土
）

十
六
夜
の
名
月
観
賞
と
な
り
、
地
元
会

員
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
、
豪
華
盛
大

に
行
わ
れ
た
っ
折
か
ら
雲
も
切
れ
、
小

樽
港
外
ヽ
石
狩
湾
か
ら
月
が
上
り
、
天

狗
山
ス
キ
ー
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
海
に
照
り
映
え
た

見
事
な
月
の
出
で
あ
っ
た
。

酌
み
交
わ
す
ビ
ー
ル
、
お
酒
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
、
そ
れ
に
小
樽
在
住
会
員
、
心

尽
し
の
手
料
理
は
、
山
海
の
珍
味
を
見

事
な
手
捌
き
で
こ
な
し
、
女
性
会
員
に

付
け
入
る
ス
キ
も
与
え
な
い
見
事
さ
で

あ
っ
た
。
炉
辺
山
話
は
、
年
長
の
木
村

会
員

「後
方
羊
蹄
山
六
月
登

山
行
」、

井
手
会
員

「
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
ク
ヮ
ウ
ン

ナ
イ
沢
遡
行
談
」
で
、
皆
煙
に
巻
か
れ

若
手
（
？
）連
申
も
顔
負
け
の
体
…
…
。

別
室
で
の
支
部
山
行
記
録
映
写
会
も

メ
ー
ト
ル
が
上
り
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な

い
。
夜
も
更
け
、
月
が
日
本
海
か
ら
天

狗
山
一
帯
を
照
ら
し
出
す
頃
ヽ
三
二
五

五
寝
に
就
く
。
翌
七
日
は
総
選
挙
の
■

で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
お
仕
事
の
あ
る

方
以
外
、
余
市
岳
へ
誘
い
出
す
不
老
老

人
の
言
に
の
せ
ら
れ
、
二
日
酔
に
も
拘

わ
ら
ず
七
人
の
老
若
男
女
が
山
に
向
っ

て
出
立
す
る
。・

∧
観
月
会
出
席
者
∨

（順
不
同
）
木
村

利
雄
、
井
手
貫
夫
、
山
川
力
、
兼
平
治

水
、末
岡
睦
、渡
部
盛
夫
、
金
田
一
勉
、

新
妻
徹
、
高
沢
光
雄
、
浅
利
欣
吉
、
大

音
師
忠

一
、
平
野
明
、
西
信
博
、
柳
田

凍
子
、
赤
石
喜
恵
子
、亀
井
秀
子
、
三
浦

勝
幸
、
加
藤
高
志
、土
屋
彦
、平
山
久
雄

第
２５
回
山
ス
キ
ー
技
術
講
習
会
の
お
知

ら
せ
　
　
　
　
　
・

詳
細
は
次
号
で
ご
案
内
し
ま
す
が
申
込

み
は
１２
月
２５
日
よ
り
受
付
け
ま
す
。

日
時
　
昭
和
５５
年
２
月
９
自
ｌ
ｎ
日
´

場
所
　
鳥
海
山

人
員
　
三
〇
人

費
用
　
一
万
三
千
円

申
込
　
日
本
山
岳
会
事
務
局

（技
術
指
導
委
員
△「

嵯
峨
野
　
宏
）

第
十
二
回
図
書
交
換
会

図
書
委
員
会

恒
例
の
図
書
交
換
会
が
、
十
月
二
十

七
日
（土
）午
後
二
時
か
ら
、
六
十
人
の

来
会
者
が
集

っ
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム
で
開

か
れ
た
ｏ
今
年
は
、
十
九
名
の
会
員
か

ら
和
書
二
百
六
十
五
冊
、
洋
書
三
十

一

冊
、
雑
誌
四
百
十
九
冊
の
出
品
が
あ
っ

た
。
今
年
の
特
色
は
、
雑
誌
が
多
か
っ

た
こ
と
で
、

「岩
と
雪
」
の

一
号
か
ら

七
号

（
二
万
五
千
円
）
、
を
は
じ

め
戦

前
の

「
ケ
ル

ン
」
、

「
山

と
渓

谷
」
、

「
山
」
、
「岳
人
」
、

「山
小
屋
」
、

「
山
と

ス
キ
ー
」
、
「
山
岳
」
等
多

彩

で
あ
っ

た
。単

行
本
で
最
も
高
値
を
記
録
し
た
の

は
木
暮
理
太
郎
著

「
山

の
憶

ひ
出
」

（上

・
下
巻
）
の
二
万
六
千
二
百
円
、

競
争
が
激
し
か
っ
た
の
は
今
西
錦
司
著

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
語
る
」
の
十
二
人
だ
っ

た
。
例
年
ど
お
り
箸
を
使

っ
て
抽
選
を

行

っ
た
と
こ
ろ
、
十

一
人
が
杢
く
じ
を

引
い
た
後
、
抽
選
係
の
岩
瀬
皓
祐
さ
ん

の
手
に
当
り
く
じ
が
残
り
、
二
千
円
で

落
掌
し
た
。
そ
の
他
、
入
札
に
な
っ
た

の
は
、
東
京
帝
国
大
学
山
の
会
編

「剣

沢
に
逝
け
る
人
々
」
（
一
万
七
千
円
）、

槙
有
恒
著

「
山
行
」
（
七
千
五
百
円
）
、

田
部
重
治
著

「
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父

巡
礼
」

（五
千
円
）
、
「
山
岳
」
昭
和
五

十
年

（
三
千
円
）、
Ｒ

ｏ
Ｃ

ｅ
Ｃ

報

告

Ⅲ

（
四
千
円
）
等
だ
っ
た
。

今
回
の
総
売
上
額
は
、
四
十
四
万
七

千
三
百
五
十
円
で
、
規
定
に
よ
り
、
こ

の
う
ち
の
二
〇
％
か
ら
必
要
経
費
を
差

らせ
′~

「山岳」覆刻版 2年 3号   2500円
″  ″  3年 1号   2500円
″  ″   3年 2号   2500円
″  ″  44年 1号   2500円

近代登山の先駆者たち     1000円
以上の送料は 200円

山岳会会報「山」合本 301～3505000円

″     ″     ″     351～ 400 5000円

以上の送料は 300円

●残部僅少 ご希望の方は事務局まで
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引
い
た
額
を
山
岳
会
ル
ー
ム
と
図
書
委

雄
、
宮
下
啓
三
、
松
家
　
晋
、
伊
藤
博

員
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。

夫
、
国
見
利
夫
、
入
沢
郁
夫
、
鳥
居

亮
、
菅
野
弘
章
、
橋
爪
幸
達
、
滝
川

清
、
長
谷
川
恒
夫
、
広
島
三
朗

（
堂
本
暁
子
）

（出
品
者
　
敬
称
略
、

・
和
書
　
故
松
本
善
二

順
不
同
）

氏
遺
族
、
島
田

ｏ
洋
書
　
中
川
恵
資
、
成
瀬
岩
雄
、
岡

巽
、
山
崎
安
治
、
土
田
新

一
、
川
崎
精

沢
祐
吉
、
泉
　
久
恵

山
日
記
　
枷
年
版
　
第
４５
輯
が
で
き

ま
し
た
。
い
つ
も
赤
い
表
紙
で
、
同
じ

よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
実
は
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
編
集

委
員
が
大
変
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま

す
。「

年
版
と
枷
年
の
大
き
な
違
い
は
、

い
ろ
い
ろ
読
者
か
ら
の
意
見
は
あ
り
ま

し
た
が
「
年
版
で
削
除
し
た

７登
山
の

た
め
に
〃
を
改
訂
復
活
し
た

こ
と

で

す
。つ

ぎ
に
硼
年
版
の
内
容
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

日
口
絵
　
ア
ム
ン
ゼ
ン

・
ス
コ
ッ
ト
南

極
点
基
地
で
観
測
さ
れ
た
、
今
話
題

の
奇
型
雪
の
結
晶

（菊
地
勝
弘
氏
撮

影
、
説
明
）

圏
日
記
欄

・
予
定
欄
　
各
所
に
自
然
保

護
の
標
語
と
山
の
名
言
を
入
れ
て
い

る
の
は
例
年
通
り
で
す
が
、
「
年
版

の
特
色
は
故
中
谷
宇
吉
郎

教
授

の

「雪
華
図
説
」
や

「中
谷
の

↓
”
―∽

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
」
な
ど
実
写
真
と
対

比
し
か
つ
説
明
を
つ
け
た
も
の
も
入

れ
て
い
ま
す
。
　
′

目
天
気
図

・
方
眼
紙

・
白
紙
　
例
年
の

通
り
で
す
。

■
登
山
の
た
め
に

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
山
植
物

（津
山
尚
）

・
カ
ー
ル
、
そ
の
周
辺

（式
正
英
）

・
山
の
装
備

（堀
田
弘
司
）

・
山
の
医
学

（中
島
道
郎
）

・
山
の
気
象

（大
井
正

一
）

■
登
山
便
覧

・
山
小
屋

一
覧

・
登
山
行
程
表

上
父
通

機
関
連
絡
先

一
覧

・
一
七
七
で
聞
け
る

天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
・
難
読
山
名

・
五

万
分
の

一
・
二
十
万
分
の

一
地
形
図

一

覧

ｏ
剣
岳
と
谷
川
岳
の
登
山
規
制
条
例

・
山
岳
保
険

・
日
本
山
岳
会
本
部
支
部

一
覧

■
見
返
し

・
裏
表
紙
に

常
用
計
量
単
位
、
七
曜
表
（森
下
博
三
）

等
々
ほ
ぼ
「
年
版
同
様
で
す
が
ヽ
植
物

季
節
の
表
は

「年
最
深
積
雪
」
の
略
図

に
変
更
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
・

以
上
で
す
。

定
価
は
昨
年
同
様
九
五
〇
円
に
据
置

き
で
す
．
ど
う
か
会
員
各
位
は
も
ち
ろ

ん
、
友
人
や
恋
人

へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
あ
る
い
は
進
学
、
就
職
等

の
お
祝
の
贈
答
品
な
ど
に
も
広
く
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
山
日
記
編
集
委
員
会
　
小
倉
厚
）

山
日
記

「

年

版

の

ご

案

内

会

務

報

告

＝
月
理
事
会

（ｎ
月
１９
日
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ー
ム
）

・
出
席
者
　
西
堀
会
長
、
折
井
、
渡
辺

各
副
会
長
、
中
島
、
飯
野
、
中
川
、

中
村
、
小
倉
、
鈴
木
、
岡
沢
、
山
日
、

高
本
、
高
橋
、
菅
沢
、
越
田
各
理
事
、

小
原
（勝
）、
片
岡
監
事

金
坂
、
大
塚
、
村
木
、
山
崎
、
小
原

（晴
）各
評
議
員

・
委
任
　
大
森
、
川
上
各
理
事

【議
案
】

▽
小
島
烏
水
全
集
第
６
巻
に
対
す
る
本

会
推
薦
の
件
　
　
　
　
　
（中
島
）

大
修
館
書
店
よ
つ
発
刊
の
標
記
全

集
を
本
会
で
推
薦
す
る
　
　
承
認

▽
名
誉
会
員
及
び
永
年
会
員
の
件（折

井
）

名
誉
会
員
に
つ
い
て
は
、
評
議
員

会

（ｎ
月
１９
日
開
催
）
で
次
の
方
が

推
挙
さ
れ
た
。　
　
　
・

佐
々
保
雄
、
島
田
巽
、
水
野
祥
太
郎
、

佐
藤
久

一
朗
の
４
氏

ま
た
、
永
年
会
員
は
橋
本
晋
七
郎
、

今
西
錦
司
、
片
桐
盛
之
助
、
西
堀
栄

三
郎
の
な
氏
で
、
年
次
晩
さ
ん
会
の

席
上
で
正
式
に
推
挙
並
び
に
発
表
を

行
な
う
．

▽
会
計
処
理
規
程
改
定
の
件

（飯
野
）

公
益
法
人
会
計
の
関
係
で
同
規
程

を
改
定
す
る
　
　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

▽
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
計
画
の
件

（渡
辺
）

偵
察
隊
の
行
動
概
要
、
現
況
報
告

▽
支
部
に
対
す
る
入
会
金

一
部
還
元
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
野
）

▽
年
次
晩
さ
ん
会
に
つ
い
て

（中
島
）

▽
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
退
会
の
件
。
来
年
度
か
ら

は
日
山
協
が
加
盟
す
る
　
（鈴
木
）

評
議
員
会（十

二
月
十
九
日
（月
）

午
後
五
時
、
本
会
ル
ー
ム
）

▽
出
席
者
　
山
本
朋
三
難
、水
野
政
博
ゞ

・

朝
比
奈
英
三
、
織
内
信
彦
、
大
田
敬
、

金
坂

一
郎
、
小
原
晴
子
、
山
崎
安
治
、

大
塚
博
美
ヽ
木
下
是
雄
、
高
遠
宏
、

西
堀
会
長
、
折
井
、
渡
辺
副
会
長
、

中
島
常
務
理
事
。

▽
委
任
　
野
口
秋
人
、
伊
達
篤
郎
、
田

口
二
郎
、
望
月
達
夫
、
近
藤
信
行
、

河
野
幾
雄
。

▽
出
席
評
議
員
か
ら
互
選
に
依
り
、
織

内
評
議
員
が
議
長
と
し
て

，
議
事
を

．進
行
ｔ
た
。　
・
　

・
・　
　
　
・

∇
議

ヽ
案

　ヽ
　
　
・．
　

　̈

・

〓

．０
名
誉
会
員
推
薦
の
件
、
定
款
第
六

条
第
五
項
」
の
規
定

に
基
き
、

・
　

「名
誉
会
員
推
薦
等
に
関
す
る
内

規
」
に
依
り
慎
重
な
る
審
議
の
結

果
、
全
員
二
致
を
以
っ
て
、
左
記

四
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
。

会
員
番
号
　
九
六
九
　
佐
々
保
雄

・″
　
″　
一
三
二
七
　
島
田
　
巽

″
　
″　
一
二
五
九
　
水
野
祥
太
郎

″
　
″　
一
六
三
〇
　
佐
藤
久

一
朗

（略
敬
称
）

０
名
誉
会
員
推
薦
等
に
関
す
る
内
規

（昭
和
四
十
年
十
月
七
個
施
行
）

の
改
廃
の
件

右
内
規
の
う
ち

「第
四
条
、
名
誉
会

員
は
原
則
と
し
て
、
本
会
の
役
員
ま

た
は
評
議
員
の
選
挙
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
を
削
除
す
る

こ
と
を
決
定
。

０
報
告
事
項
　
渡
辺
副
会
長
よ
リ
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
登
山
に
つ
き
、
偵

察
隊
の
行
動
並
び
に
本
隊
派
遣
に

関
し
、
現
在
ま
で
の
決
定
事
項
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
９
　

以
上

ル
ー
ム
日
誌

（
５４
年
１０
月
）

１
日

（
月
）

理
事
会

２
日

（火
）

集
会
委
員
会

３
日

（水
）
　
山
研
委
員
会

８
日

（月
）

婦
人
懇
談
会

９
日

（火
）

科
学
研
究
委
員
会
講
演

△一　　　　　　　　　　・

Ｉ
日

（木
）
　
図
書
委
員
会
　
　
　
・・

１３
日

（土
）
　
理
科
大

．
集
会

，

１７
日

（水
）

図
書
委
員
会
　
三
水
会

１８
日

（木
）

農
大
　
集
会

２０
日

（土
）
　
学
生
部
女
子
部
集
会
ヽ

２３
桐

（火
）

自
然
保
護
委
員
会

２４
日

（水
）

図
書
委
員
会

２６
日

（金
）

学
生
部
集
会

２７
日

（土
）
　
図
書
交
換
会

２９
日

（月
）

婦
人
懇
談
会

１０
月
の
来
室
者
五
〇
〇
名

会
員
移
動

（１０
月
）

改
姓

六
四
一
四
　
低
藤
京
子
↓
遠
藤
ヘ

(9)
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図書受入報告        図書委員会

購入洋書つづき (昭和 53年度)

51 .Tllman,II.W。 ,“ Snow・ of the EquatOr'' 
′
I｀he Travel

Book Club,1940
52 Tucker,J。 ,“ Kanchenjunga''Elek Books,1955
53 Tyndale,H.E.G。 ,“ Nanga Parbat Adventure"Jo Mur‐

ray, 1935                                  . ,

54 Unsworth, W。, ``Encyclopedia of MOuntaineering"Ro‐

bert I:Iale, London, 1975

55 Whylnper, E。 , “Cha]monix and the Riange Of Mont

Blanc"West COl,1974

56--70 MasOn,K。 (ed)“ Thё H́imalayan Journal Vol。 1‐

15"丸善 (複刻出版).1978      、      :
(18か ら51ま では17か ら50と 1番づつ若い数字に訂正して=下

さい)i

昭和 54年 1月～3月受入図書             :
1.日本山岳会編「山口記 1979年版」日本山岳会1979(2冊)

2.一原有徳著「あのころの山」北海道撮映社 (1976)(著 者寄

11曽 )

3. 渡辺宏之著「山のみえる町」屏風岩石材
i部 1978(著者寄

贈)                      1
3.前橋信次編「シルクロー ド事典」芙蓉書店 1978(版元寄

贈)

4.佐伯;}部夫著「実戦現代 スキー」東京新聞出版局 1978(版

元寄贈)

5。 はつしほ会編「句集 はつ。しほ 第 3輯」はうしほ会 1978

q版元寄贈) ,           1    .
6.安川茂雄追悼文集「蒼い星」長越蓉子 昭 58(長 越蓉子

氏寄贈)                 1 ・

7.「 '78日 米民間環境会議報告書」日本側組織合同委員会事

務局 1978(版元寄贈)

8. 新貝勲著「わが心魂の K2・ この果しなき白き神々の座よ」

創思社 1978(著者寄贈)      j
9。 小倉厚「歌集 。日本百名山・山男われ」小倉 厚 1978(著

者寄贈)

10。 信州大学ガルワールヒマラヤ遠征隊 1975編「KAND本‐

KINI BASIN」 信州大学上田山岳部 OB会 1977(版元

寄贈)

11。 凌雪会編「穂高間の岳遭難報告書」凌雪会 1976(版元寄
贈)                1   ヽ

―
´
、

12.西尾寿一編「漢谷・ 5」 西尾寿-1979(版元寄贈).

13.鉄道同人カラコルム登山実行委員会発行「 ブルボープラツ

ア」1979(版元寄贈)

14。 北大山の会発行「北大山岳部五十周年記念誌」 1979(版

元寄贈)

15。 越後宏治編「世界山岳地図集成・カラロルム・ヒンズー′
シュ編」学習研究社 1978(版元寄贈)

16。 日本山岳会編発行「 1978年海外登山隊報告書」1979(版元

寄贈)

17. 大阪大学山岳会編発行「時報・第 16号」1978(版元寄贈)

18。 武藤昭著「穂高岳の岩場」山と漢谷社 1979(版元寄贈)

19。 今西錦司著「山の随筆」旺文社 1979(版元寄贈)

20.相沢裕文著「極地に燃ゆ 0にんげん植村直己」毎日新聞社

1979(版元寄贈)

21. 渡辺宏之著「登山者のための生態学」山と漢谷社 1979(版

元寄贈)

22. 鹿野勝彦著「ロールツリン・シェルパの経済と社会」人間

博物館リトルワールド1979(著者寄贈)

23。 桑原武夫編「ブータン横断紀行」講談社 1979(朝 倉光男

氏寄贈)

24.日本ヒマラヤ協会発行「 トリスル 28日間」1979(稲 田定

重氏寄贈)

25.東京都山岳連盟発行「ヒマラヤトレッキング報告書」1979

(高橋定昌氏寄贈)

26.長崎大学学士山岳会発行「Mtご McKinley登 山報告書

1978」 1979(本多夏生氏寄贈)

27～33 ヘディン探検紀行全集「1。 ベルシャから中央アジア

ヘ」「2.ア ジアの砂漠を越えて。上」「5.陸路ィンドヘ

・上」「6。 陸路インドヘ・下」「11.熱河―皇帝の都」「13.

シルクロード」「14.さ まよえる湖」白水社_1979(版元

寄贈)

34。  INe、v Zealand .A.lpine (〕 lub “NewZealand Alpine

Journdl Vol.311978"(版元寄贈)

35.  C, F｀rasёr ``Avalanches and Snow Safety'' John
Murray,■ 耳don,1978(1諄入)

36。  iR.1:Faux f`Eす erest― GOddess of the Wind"Chambers,

I Edinburgh,1978(購入)            il
37e C.:Krawczyk“ Mountaineering:A Bibliograph, Of

B00ks in English to 1974'' The Scarecrow PreSS,
Metuchen,N.J。 (U.S.A。 ),1977(購入)    'l

38。 COl.N.Kumar“ Kanchenjunga"Vislon Books,NI予

: D61hi,197o                       t｀
39. G.Do Abraham“ On 41pine Hights and British Crags"

I Methuen, London, 1919(購 ヌこ)

40.  P。  lG・rhanl ``Mountain Guide, an AutObiOgraphy"
G.A.&Unwin,London,1965(購″入)

41。  A9Blacksha、 v``Mouitaineering― from I‐111l Walking

tO Alpine Climbin♂ 'Penguin Books,1975(購 入)

42。  C. Meade THigh MOuntains"Harvill Press, London,
1954(購入)                ´

=

43. Major I・ I.P.S. A.hluwalia “IIigher than Evさ resr

Vi:asi New behl■ 1974(韓入)       ・
'

44. ``MOdicialiPlants of Nepal" ]His Majesty'S GOvtl of

Nebal,Dept.of Medical Plants,1976(購入)

45。  N.B. Thhpa ``AL shOrt HistOry of Nёpal" Ratna

Pustak Bhandar,Kathmandu,1973(甲 皐スこ)

FeA. COllins “MOuntain climbingF John Longi
LondOn,1923(購入)

“Himilayan EndeavOu♂ A Times of lndia,Bombay:

1967(購 入)

彰系慶錫
:“

That's the I‐ Iin■alaya''Sung M00n Gak,Soul,

1978(著者寄贈)

49.  C.W. Casewit“ MOntagues du MOnde"Fernand Nath
an,1976(蒲 地辰彦氏寄贈)

50。  M.H9rzOg``I′ aヽ40ntague"Librairie LabrOusse,1956

(蒲地辰彦氏寄贈)

51。  Mo Fantin ``Atlante.Alpinistico dё ll a Groanlandia"

1960(著者寄贈)

52。  M. Fantin “Lhotse'75″ C)lub AlpinO Italiano, 1977

(著者寄贈)

53.  Mo Fantin ``Pionieri ed Elpigoni ltaliani sulle vette

di ogni cOntipente"‐ Club Alpino ltaliano,1975(:著 者

寄贈)

昭和 54年 4月～ 6月受入図書
1.大阪蒼稜山岳会発行「プランカの巨人」1978(平川仁士氏

寄贈)

2。 日本勤労者山岳連盟発行「パピール峰登頂報 告 特集 号」

1978(版元寄贈)

3.三省堂編発行「コンサイス・ 日本山名辞典・修訂版」昭54

(版元寄贈)

徳田富次郎著発行「朝鮮金剛山大観」昭10(佐藤テル氏寄

贈)

馬場弘士編「アラスカ・マッキンレー峰登山報告書」
MelcOo AC。 1978(編者寄贈)'      

‐

荒垣秀雄著「森や山河や海のつぶやき」家の光協会 昭54

(著者寄贈)

橋本広著「山旅に描く一若き日の画帖よリー」窓出版社

昭54(著者寄贈)

県稜山岳会編発行「白き山嶺一Dhaula giriV,1971-」

昭53(日 本山岳会信濃支部寄贈)

46.

47.

48。  :

4.

6。

7.

8.
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